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：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

※ ＤI値と景気の概況

82

43

柏 の 景 気 情 報 （ 平 成 ２６ 年 ９月 分 ）

建　　　設 24
16
27

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成２６年９月２２日　～　９月２６日

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内156事業所及び組合にヒアリング

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

33
54.5%
48.5%

回答数
51.9%

回収率

0＞DI≧▲25

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
156
44

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  　 ：　　

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

65.1%

▲25＞DI

36 15 41.7%

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0
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全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
４月 ▲ 15.4 ▲ 15.3 △ 11.1 ▲ 42.8 △ 8.3
５月 ▲ 23.5 ▲ 20.8 ▲ 11.7 ▲ 46.4 ±0.0
６月 ▲27.0 ▲4.0 ▲31.2 ▲57.1 ▲6.2
７月 ▲ 22.2 △ 4.1 ▲ 18.7 ▲ 61.5 ±0.0
８月 ▲ 27.3 ±0.0 ▲ 11.7 ▲ 66.6 ▲ 20.0
９月 ▲ 26.8 ▲ 4.1 ▲ 25.0 ▲ 59.2 ▲ 6.6

見通し ▲ 15.8 ▲ 8.3 △ 25.0 ▲ 51.8 ▲ 6.6
　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

各業種から、「天候不順や円高等の影響があり、相変わらず仕入れ単価は上昇傾向にある。食品業界の個人消費は安定してきて
いるが、仕入れの単価が上がってきているので、価格転嫁が出来ているかがキーポイントである」（各種食料品小売業）、「お客様か
らの反響数が増えています。契約件数も僅かずつですが増えています。建築費、人件費、土地の仕入れ等も上昇してきました」（不
動産管理業）などのコメントが寄せられた。

【卸小売業】からは、「前年と比較し気温が低い影響を受け、衣料品秋物商材の動きは活発であるものの、例年この時期に動きのあ
る夏物最終処分品の落ち込みが激しい。消費税増税影響による売上ダウン傾向も改善し、時計・宝飾品の高額品及び化粧品といっ
た増税特需の恩恵を受けた商材もトレンド上昇基調で、前年実績を確保の見込み」（百貨店）、「８月末に気温が下がったところで、
夏物が一気に止まり秋物に移行した。ここ数年残暑が厳しく、秋物がないまま冬物になっていたが、数年ぶりに秋物が好調で夏物
セール品ではなく、単価の高い秋物の分、売上も上がっている」（婦人・子供服小売業）、「売上減少が続いている。再度の増税前に
設備投資の予定だったが、個人消費の動向から見直す方向に」（その他の各種商品小売業）、「例年９月に入ると売上が上昇してく
るのだが、今年は全く駄目。今後が不安です」（菓子・パン小売業）、「９月は涼しい日が続き、客足は悪くなかった」（菓子・パン小売
業）、「最近の青果物は、気温低下等から一部品薄状況による高値取引傾向、産地でも安定供給を見込んでいるが、今後の台風の
影響を気にしながらの対応も考慮しています。秋の季節に入り、行楽地、イベントなどが多く企画されているので、需要に合わせた取
り組みをしていきます」（食料・飲料卸売業）などのコメントが寄せられた。

各業種から、「９月決算の影響もあり、本来の予定工期よりも早い前倒し工期の現場が多く、９月は売上増となったが、職人不足に
拍車をかけた」（その他の職別工事業）、「消費税増税以上に、材料代の値上りが多い。人手不足も聞かれる。予定されている消費
税１０％の影響が少しずつ出始めている」（電気工事業）などのコメントが寄せられた。

◎仕入れ価格上昇

◎人手不足

【サービス業】からは、「下期の追い込み設備投資を期待しています。自社製品を確立していかなければ生き残れない」（ソフトウェア
業）、「法人需要では、秋の職場旅行、招待旅行の案件がピーク。２０１５年案件の予算取りの為の問い合わせも発生し始めている。
個人の海外旅行では、１０月のハワイがＯＬやハネムーナーに人気ではあるが、１月以降の動きは例年より遅い。年末年始はアジア
を中心に既にいっぱい。１月１日以降の出発日であれば可能性有り。国内旅行は、今秋、富岡製糸場と軽井沢間の無料シャトルバ
ス付き商品が大人気。しなの鉄道「ろくもん」や紅葉時期の京都が人気。年末年始の動きが早く、伊豆・箱根は既に満員」（旅行業）
などのコメントが寄せられた。

◎原材料費高騰
各業種から、「ゼネコンからの施工単価は改善されず、材料費は値上がり続けている為、賃金、外注先への発注単価の見直しは厳
しい」（その他の職別工事業）、「資材高や人手不足等からくる新築コスト増加で、建設予定の重構造賃貸物件の採算が合わなくなる
場合が増えている。今後の税を含む社会的コスト増と社会構造の変化を考えた場合、一層の経営努力の必要性を感じています」
（不動産賃貸・管理業）などのコメントが寄せられた。

【製造業】からは、「利益は円安でやや増加。売上は横ばい」（織物業）、「受注時期が偏っており、繁忙と閑散が激しく、需要変動へ
の対応が難しくなってきている」（その他の機械・同部品製造業）、などのコメントが寄せられた。

【平成２６年９月の調査結果のポイント】

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２６．８(前月水準▲２７．３)となり、マイナス
幅が０．５ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲６．６(同▲
２０．０)、卸小売業▲５９．２（同▲６６．６）である。プラスからマイナスに転じた業種は、建設業▲４．１（同±
０．０）である。マイナス幅が拡大した業種は、製造業▲２５．０（同▲１１．７）である。

○

≪業況ＤＩは横ばい推移。先行き見通しはやや改善基調もコスト増が不安要素≫

【建設業】からは、「動きが鈍いように感じる。必要な工事だけを最小限にといった感じ」（一般土木建築工事業）、「９月決算の当社、
見通しとしては長年続いた赤字からの脱却が出来るかも知れません。賃上げが出来たらと考えております」（内装工事業）、「景況感
は悪くないが、逆に良くもない。賃上げは無理。当分現状維持。雇用については、正規２名、非正規社員２名の４名採用した」（その
他の職別工事業）などのコメントが寄せられた。
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平成26年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月～１２月 ( ９月～１１月 )

全　産　業 ▲ 15.4 ▲ 23.5 ▲ 27.0 ▲ 22.2 ▲ 27.3 ▲ 26.8 ▲ 15.8 ( ▲ 19.0 )

建　　　 設 ▲ 15.3 ▲ 20.8 ▲ 4.0 △ 4.1 ±0.0 ▲ 4.1 ▲ 8.3 ( ±0.0 )

製　　　 造 △ 11.1 ▲ 11.7 ▲ 31.2 ▲ 18.7 ▲ 11.7 ▲ 25.0 △ 25.0 ( ▲ 17.6 )

卸 ・ 小売 ▲ 42.8 ▲ 46.4 ▲ 57.1 ▲ 61.5 ▲ 66.6 ▲ 59.2 ▲ 51.8 ( ▲ 48.1 )

サ ー ビ ス △ 8.3 ±0.0 ▲ 6.2 ±0.0 ▲ 20.0 ▲ 6.6 ▲ 6.6 ( ±0.0 )

平成２６年９月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

【平成２６年９月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１５．８（前月水準▲１
９．０）となり、マイナス幅が３．２ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、製造業△２５．０(同
▲１７．６)である。プラスからマイナスに転じる見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業▲８．３
（同±０．０）、サービス業▲６．６（同±０．０）である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、卸小
売業▲５１．８（同▲４８．１）である。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲
６．６(同▲２０．０)、卸小売業▲５９．２（同▲６６．６）である。プラスからマイナスに転じた業種は、建
設業▲４．１（同±０．０）である。マイナス幅が拡大した業種は、製造業▲２５．０（同▲１１．７）であ
る。

○

○

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２６．８(前月水準▲２７．３)となり、
マイナス幅が０．５ポイント縮小した。

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

ＤＩ値

月別

平成２６年９月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２６年９月の業況

９月
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○

平成26年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月～１２月 ( ９月～１１月 )

全　産　業 ▲ 9.5 ▲ 23.5 ▲ 10.5 ▲ 17.2 ▲ 22.6 ▲ 15.8 ▲ 2.4 ( ▲ 3.5 )

建　　　 設 ±0.0 ▲ 33.3 △ 8.0 △ 8.3 △ 12.0 ±0.0 ±0.0 ( △ 16.0 )

製　　　 造 △ 16.6 ▲ 11.7 ▲ 18.7 ±0.0 ▲ 23.5 ±0.0 △ 12.5 ( ▲ 5.8 )

卸 ・ 小売 ▲ 35.7 ▲ 42.8 ▲ 32.1 ▲ 61.5 ▲ 55.5 ▲ 44.4 ▲ 25.9 ( ▲ 40.7 )

サ ー ビ ス ▲ 8.3 △ 12.5 △ 6.2 ±0.0 ▲ 20.0 ▲ 6.6 △ 20.0 ( △ 33.3 )

先行き見通し

　　平成２６年９月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

業種別では、マイナスからプラスに転じた業種は、製造業±０．０(同▲２３．５)であり、▲２３．５ポイ
ントと大幅に改善した。マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲６．６（同▲２
０．０）、卸小売業▲４４．４（同▲５５．５）である。プラス幅が縮小した業種は、建設業±０．０（同△
１２．０）である。

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２．４（前月水準▲３．
５）となり、マイナス幅が１．１ポイント縮小する見通しである。

○

【平成２６年９月の売上についての状況】

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１５．８(前月水準▲２２．６)となり、
マイナス幅が６．８ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、製造業△１２．５（同
▲５．８）である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲２５．９（同▲４０．７）である。
プラス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業±０．０（同△１６．０）、サービス業
△２０．０（同△３３．３）である。

▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２６年９月の売上

９月

▲ 45.0

▲ 35.0

▲ 25.0

▲ 15.0

▲ 5.0

△ 5.0

△ 15.0

△ 25.0

△ 35.0

△ 45.0

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

ＤＩ値

月別

平成２６年９月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ービ ス
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平成26年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月～１２月 ( ９月～１１月 )

全　産　業 ▲ 26.1 ▲ 31.7 ▲ 30.5 ▲ 22.2 ▲ 28.5 ▲ 26.8 ▲ 18.2 ( ▲ 17.8 )

建　　　 設 ▲ 7.6 ▲ 33.3 ▲ 12.0 ▲ 4.1 ▲ 8.0 ▲ 16.6 ▲ 8.3 ( △ 4.0 )

製　　　 造 ▲ 5.5 ▲ 17.6 ▲ 37.5 ▲ 6.2 ▲ 11.7 ▲ 18.7 ±0.0 ( ▲ 29.4 )

卸 ・ 小売 ▲ 60.7 ▲ 57.1 ▲ 57.1 ▲ 69.2 ▲ 70.3 ▲ 51.8 ▲ 48.1 ( ▲ 48.1 )

サ ー ビ ス ▲ 16.6 ±0.0 ▲ 6.2 △ 13.3 ▲ 6.6 ▲ 6.6 ±0.0 ( △ 13.3 )

【平成２６年９月の採算についての状況】

○ ９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２６．８(前月水準▲２８．５)となり、
マイナス幅が１．７ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、卸小売業▲５１．８（同▲７０．３）
である。変わらない業種は、サービス業▲６．６（同▲６．６）である。マイナス幅が拡大した業種は、
幅の大きい順に、建設業▲１６．６（同▲８．０）、製造業▲１８．７（同▲１１．７）である。

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１８．２（前月水準▲１
７．８）となり、マイナス幅が０．４ポイント拡大する見通しである。

○

業種別では、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、製造業±０．０（同▲２９．４）であり、２
９．４ポイントと大幅に改善した。変わらない見通しの業種は、卸小売業▲４８．１（同▲４８．１）であ
る。プラス幅が縮小する見通しの業種は、サービス業±０．０（同△１３．３）である。プラスからマイ
ナスに転じる見通しの業種は、建設業▲８．３（同△４．０）である。

先行き見通し

　　平成２６年９月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２６年９月の採算

９月

▲ 55.0

▲ 45.0

▲ 35.0

▲ 25.0

▲ 15.0

▲ 5.0

△ 5.0

△ 15.0

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

ＤＩ値

月別

平成２６年９月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ービ ス
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○

平成26年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月～１２月 ( ９月～１１月 )

全　産　業 ▲ 60.7 ▲ 50.5 ▲ 49.4 ▲ 41.9 ▲ 45.2 ▲ 54.8 ▲ 42.6 ( ▲ 32.1 )

建　　　 設 ▲ 53.8 ▲ 50.0 ▲ 56.0 ▲ 37.5 ▲ 44.0 ▲ 54.1 ▲ 41.6 ( ▲ 32.0 )

製　　　 造 ▲ 61.1 ▲ 52.9 ▲ 56.2 ▲ 56.2 ▲ 58.8 ▲ 50.0 ▲ 37.5 ( ▲ 17.6 )

卸 ・ 小売 ▲ 71.4 ▲ 53.5 ▲ 39.2 ▲ 34.6 ▲ 44.4 ▲ 74.0 ▲ 55.5 ( ▲ 40.7 )

サ ー ビ ス ▲ 50.0 ▲ 43.7 ▲ 50.0 ▲ 46.6 ▲ 33.3 ▲ 26.6 ▲ 26.6 ( ▲ 33.3 )

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲４２．６（前月水準▲３
２．１）となり、マイナス幅が１０．５ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、サービス業▲２６．６（同
▲３３．３）である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業▲３７．５（同▲
１７．６）、卸小売業▲５５．５（同▲４０．７）、建設業▲４１．６（▲３２．０）である。

先行き見通し

【平成２６年９月の仕入単価についての状況】

○ ９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲５４．８(前月水準▲４５．２)となり、
マイナス幅が９．６ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、製造業▲５０．０
（同▲５８．８）、サービス業▲２６．６（同▲３３．３）である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大き
い順に、卸小売業▲７４．０（同▲４４．４）、建設業▲５４．１（同▲４４．０）であり、特に卸小売業で
は、マイナス幅が▲２９．６ポイントと大幅に拡大した。

　　平成２６年９月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

ＤＩ値

月別

平成２６年９月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２６年９月の仕入単価

９月
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○

平成26年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月～１２月 ( ９月～１１月 )

全　産　業 ±0.0 ▲ 1.1 △ 2.3 ±0.0 △ 2.3 △ 4.8 △ 9.7 ( △ 10.7 )

建　　　 設 △ 11.5 △ 8.3 △ 20.0 △ 8.3 △ 16.0 △ 25.0 △ 20.8 ( △ 20.0 )

製　　　 造 ±0.0 △ 5.8 ▲ 6.2 ▲ 12.5 ▲ 5.8 ▲ 12.5 △ 6.2 ( △ 11.7 )

卸 ・ 小売 ▲ 17.8 ▲ 17.8 ▲ 10.7 ▲ 15.3 ▲ 7.4 ▲ 7.4 ▲ 3.7 ( ±0.0 )

サ ー ビ ス △ 16.6 △ 6.2 △ 6.2 △ 26.6 △ 6.6 △ 13.3 △ 20.0 ( △ 13.3 )

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、△９．７（前月水準△１０．
７）となり、プラス幅が１．０ポイント縮小する見通しである。

先行き見通し

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス
業△２０．０（同△１３．３）、建設業△２０．８（同△２０．０）である。プラス幅が縮小する見通しの業種
は、製造業△６．２（同△１１．７）である。プラスからマイナスに転じる見通しの業種は、卸小売業▲
３．７（±０．０）である。

　　平成２６年９月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△４．８（前月水準△２．３)となり、プラ
ス幅が２．５ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、建設業△２５．０
（同△１６．０）、サービス業△１３．３（△６．６）である。変わらない業種は、卸小売業▲７．４（同▲
７．４）である。マイナス幅が拡大した業種は、製造業▲１２．５（▲５．８）である。

【平成２６年９月の従業員についての状況】

○

▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0
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ＤＩ値

産業別
平成２６年９月の従業員
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平成26年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月～１２月 ( ９月～１１月 )

全　産　業 ▲ 7.1 ▲ 14.1 ▲ 15.2 ▲ 12.3 ▲ 17.8 ▲ 10.9 ▲ 10.9 ( ▲ 14.2 )

建　　　 設 △ 3.8 ▲ 12.5 ±0.0 △ 4.1 ▲ 12.0 △ 4.1 ±0.0 ( △ 4.0 )

製　　　 造 ▲ 11.1 ▲ 11.7 ▲ 25.0 ▲ 18.7 ▲ 5.8 ▲ 6.2 △ 6.2 ( ▲ 5.8 )

卸 ・ 小売 ▲ 25.0 ▲ 21.4 ▲ 25.0 ▲ 30.7 ▲ 33.3 ▲ 22.2 ▲ 33.3 ( ▲ 44.4 )

サ ー ビ ス △ 16.6 ▲ 6.2 ▲ 12.5 ±0.0 ▲ 13.3 ▲ 20.0 ▲ 6.6 ( ±0.0 )

先行き見通し

平成２６年９月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２６年９月の資金繰りについての状況】

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１０．９(前月水準▲１７．８)となり、
マイナス幅が６．９ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じた業種は、建設業△４．１（同▲１２．０）
である。マイナス幅が縮小した業種は、卸小売業▲２２．２（同▲３３．３）である。マイナス幅が拡大
した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲２０．０（同▲１３．３）、製造業▲６．２（▲５．８）である。

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１０．９（前月水準▲１
４．２）となり、マイナス幅が３．３ポイント縮小する見通しである。

業種別では、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、製造業△６．２（▲５．８）である。マイナ
ス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲３３．３（▲４４．４）である。プラス幅が縮小する見通
しの業種は、建設業±０．０（同△４．０）である。プラスからマイナスに転じる見通しの業種は、サー
ビス業▲６．６（±０．０）である。

○

○
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平成２６年９月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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産業別 平成２６年９月の資金繰り

９月
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前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 15.8 ▲ 2.4 ▲ 26.8 ▲ 18.2 ▲ 54.8 ▲ 42.6 △ 4.8 △ 9.7
建　　　設 ±0.0 ±0.0 ▲ 16.6 ▲ 8.3 ▲ 54.1 ▲ 41.6 △ 25.0 △ 20.8
製　　　造 ±0.0 △ 12.5 ▲ 18.7 ±0.0 ▲ 50.0 ▲ 37.5 ▲ 12.5 △ 6.2
卸 ・小売 ▲ 44.4 ▲ 25.9 ▲ 51.8 ▲ 48.1 ▲ 74.0 ▲ 55.5 ▲ 7.4 ▲ 3.7
サービス ▲ 6.6 △ 20.0 ▲ 6.6 ±0.0 ▲ 26.6 ▲ 26.6 △ 13.3 △ 20.0

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 26.8 ▲ 15.8 ▲ 10.9 ▲ 10.9
建　　　設 ▲ 4.1 ▲ 8.3 △ 4.1 ±0.0
製　　　造 ▲ 25.0 △ 25.0 ▲ 6.2 △ 6.2
卸 ・小売 ▲ 59.2 ▲ 51.8 ▲ 22.2 ▲ 33.3
サービス ▲ 6.6 ▲ 6.6 ▲ 20.0 ▲ 6.6

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価
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【平成２６年９月の業種別業界内トピックス】

業種別 概　　　　　　　　　　　　況 キーワード 業種

動きが鈍いように感じる。必要な工事だけを最小限にといった感じ。 受注の鈍化・縮小 一般土木建築工事業

消費税増税以上に、材料代の値上りが多い。人手不足も聞かれる。予定
されている消費税１０％の影響が少しずつ出始めている。

原材料費高騰
人手不足
消費税増税

電気工事業

９月決算の当社、見通しとしては長年続いた赤字からの脱却が出来るか
も知れません。賃上げが出来たらと考えております。

赤字からの脱却
賃上げ

内装工事業

景況感は悪くないが、逆に良くもない。賃上げは無理。当分現状維持。雇
用については、正規２名、非正規社員２名の４名採用した。

新規雇用 その他の職別工事業

９月決算の影響のもあり、本来の予定工期よりも早い前倒し工期の現場
が多く、９月は売上増となったが、職人不足に拍車をかけた。そのため、
施工単価の値上げ、条件変更、突然のキャンセル等も出た。ゼネコンから
の施工単価は改善されず、材料費は値上がり続けている為、賃金、外注
先への発注単価の見直しは厳しい。

売上増加
人手不足（職人不足）
施工単価値上げ
不採算
原材料費高騰

その他の職別工事業

利益は円安でやや増加。売上は横ばい。 利益増加
円安

織物業

受注時期が偏っており、繁忙と閑散が激しく、需要変動への対応が難しく
なってきている。

受注時期の偏り その他の機械・同部品製造業

景況改善は、既成経済の発展を追いかけるのではなく、新時代の流れを
理解受容し、角度を変えた事業展開が必要である。生産性の無い資金調
達ではなく、小さな振りで大きな効果を得たいものである。

印刷業

前年と比較し気温が低い影響を受け、衣料品秋物商材の動きは活発であ
るものの、例年この時期に動きのある夏物最終処分品の落ち込みが激し
い。消費税増税影響による売上ダウン傾向も改善し、時計・宝飾品の高
額品及び化粧品といった増税特需の恩恵を受けた商材もトレンド上昇基
調で、前年実績を確保の見込み。

秋物商材
増税後の反動減回復

百貨店

８月末に気温が下がったところで、夏物が一気に止まり秋物に移行した。
ここ数年残暑が厳しく、秋物がないまま冬物になっていたが、数年ぶりに
秋物が好調で夏物セール品ではなく、単価の高い秋物の分、売上も上
がっている。

秋物商材
売上増加

婦人・子供服小売業

売上減少が続いている。再度の増税前に設備投資の予定だったが、個人
消費の動向から見直す方向に。

個人消費低迷
設備投資先送り

その他の各種商品小売業

天候不順や円高等の影響があり、相変わらず仕入れ単価は上昇傾向に
ある。食品業界の個人消費は安定してきているが、仕入れの単価が上
がってきているので、価格転嫁が出来ているかがキーポイントである。

天候不順
仕入れ価格上昇
価格転嫁
個人消費安定化

各種食料品小売業

例年９月に入ると売上が上昇してくるのだが、今年は全く駄目。今後が不
安です。

先行き不安 菓子・パン小売業

９月は涼しい日が続き、客足は悪くなかった。 客数安定 菓子・パン小売業

製造業

卸小売

建設
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【平成２６年９月の業種別業界内トピックス】
最近の青果物は、気温低下等から一部品薄状況による高値取引傾向、
産地でも安定供給を見込んでいるが、今後の台風の影響を気にしながら
の対応も考慮しています。秋の季節に入り、行楽地、イベントなどが多く企
画されているので、需要に合わせた取り組みをしていきます。

気温低下
品薄による高値取引

食料・飲料卸売業

近くに大型の住宅分譲中（１００世帯１ヶ所、９０世帯１ヶ所、３８世帯１ヶ
所）。完売時に客増を期待していますが、消費税や職人不足の為か入居
が遅れている。今後に期待。猛暑のため、行事（小中校の運動会、文化
祭）が先延ばしされて、以前より集中した販売がなく、期間が長い分お客
さまが選択拡散している。※柏の葉キャンパス、おおたかの森駅間の直
通道路開通に伴い、お客さまの拡散があり、来客者の商品選択が厳しく
なった。

大型分譲住宅
客数増加への期待
来客数の分散化

その他の飲食料品小売業

お客様からの反響数が増えています。契約件数も僅かずつですが増えて
います。建築費、人件費、土地の仕入れ等も上昇してきました。

建築費上昇
人件費上昇
仕入れ価格上昇（建築
コスト）

不動産管理業

柏駅周辺のホテル宴会場の減少をまず第一に考えなければ周囲の商店
の売上は減少の一途です。

不動産賃貸業

資材高や人手不足等からくる新築コスト増加で、建設予定の重構造賃貸
物件の採算が合わなくなる場合が増えている。今後の税を含む社会的コ
スト増と社会構造の変化を考えた場合、一層の経営努力の必要性を感じ
ています。

仕入れ価格上昇（建築
コスト）
原材料費高騰
人手不足
不採算

不動産賃貸・管理業

下期の追い込み設備投資を期待しています。自社製品を確立していかな
ければ生き残れない。

設備投資への期待 ソフトウェア業

法人需要では、秋の職場旅行、招待旅行の案件がピーク。２０１５年案件
の予算取りの為の問い合わせも発生し始めている。個人の海外旅行で
は、１０月のハワイがＯＬやハネムーナーに人気ではあるが、１月以降の
動きは例年より遅い。年末年始はアジアを中心に既にいっぱい。１月１日
以降の出発日であれば可能性有り。国内旅行は、今秋、富岡製糸場と軽
井沢間の無料シャトルバス付き商品が大人気。しなの鉄道「ろくもん」や紅
葉時期の京都が人気。年末年始の動きが早く、伊豆・箱根は既に満員。

法人需要のピーク
来年案件の発生
富岡製糸場

旅行業

サービス

11



ゼネコンからの施工単価は改善されず、材料費は値上がり続けている為、
賃金、外注先への発注単価の見直しは厳しい。

その他の職別工事業

資材高や人手不足等からくる新築コスト増加で、建設予定の重構造賃貸物
件の採算が合わなくなる場合が増えている。今後の税を含む社会的コスト増
と社会構造の変化を考えた場合、一層の経営努力の必要性を感じていま
す。

不動産賃貸・管理業

天候不順や円高等の影響があり、相変わらず仕入れ単価は上昇傾向にあ
る。食品業界の個人消費は安定してきているが、仕入れの単価が上がって
きているので、価格転嫁が出来ているかがキーポイントである。

各種食料品小売業

お客様からの反響数が増えています。契約件数も僅かずつですが増えてい
ます。建築費、人件費、土地の仕入れ等も上昇してきました。

不動産管理業

９月決算の影響もあり、本来の予定工期よりも早い前倒し工期の現場が多
く、９月は売上増となったが、職人不足に拍車をかけた。

その他の職別工事業

消費税増税以上に、材料代の値上りが多い。人手不足も聞かれる。予定さ
れている消費税１０％の影響が少しずつ出始めている。

電気工事業

◎人手不足

◎仕入れ価格上昇

◎原材料費高騰
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【従業員ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が△４．８に対し、｢CCI‐LOBO」が△１１．８
で柏の方がプラス幅が７．０ポイント小さい。業種別では、全ての業種が「柏
の景気」の方が悪く、製造業、卸小売業では１０ポイント以上悪い。

【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１０．９に対し、｢CCI‐LOBO」が▲１５．４
で柏の方がマイナス幅が４．５ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種
は建設業、製造業、卸小売業で、建設業では１０ポイント以上良い。「柏の
景気」の方が悪い業種はサービス業である。

【採算ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲２６．８に対し、｢CCI‐LOBO」が▲２５．８
で柏の方がマイナス幅が１．０ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業
種は、建設業、サービス業で、サービス業では１０ポイント以上良い。「柏の
景気」の方が悪い業種は製造業、卸小売業で、卸小売業では１０ポイント
以上悪い。

【仕入単価ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲５４．８に対し、｢CCI‐LOBO」が▲５１．７
で、柏の方がマイナス幅が３．１ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業
種は建設業、サービス業で、サービス業では１０ポイント以上良い。「柏の
景気」の方が悪い業種は製造業、卸小売業で、卸小売業では１０ポイント
以上悪い。

平成２６年９月ＣＣＩ-ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲２６．８に対し、｢CCI‐LOBO」が▲２４．２
で柏の方がマイナス幅が２．６ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業
種は建設業、サービス業で、サービス業では、１０ポイント以上良い。「柏の
景気」の方が悪い業種は製造業、卸小売業で、１０ポイント以上悪い。

【売上ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲１５．８に対し、｢CCI‐LOBO」が▲１６．９
で柏の方がマイナス幅が１．１ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種
は建設業、製造業、サービス業で、製造業、サービス業では、１０ポイント
以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は卸小売業で、１０ポイント以上悪
い。
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特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 26.8 ▲ 4.1 ▲ 25.0 ▲ 59.2 ▲ 6.6

▲ 24.2 ▲ 10.4 ▲ 13.1 ▲ 42.2 ▲ 24.9

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 15.8 ±0.0 ±0.0 ▲ 44.4 ▲ 6.6

▲ 16.9 ▲ 3.0 ▲ 11.7 ▲ 31.2 ▲ 17.3

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 26.8 ▲ 16.6 ▲ 18.7 ▲ 51.8 ▲ 6.6

▲ 25.8 ▲ 19.0 ▲ 16.6 ▲ 39.0 ▲ 27.8

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 54.8 ▲ 54.1 ▲ 50.0 ▲ 74.0 ▲ 26.6

▲ 51.7 ▲ 63.1 ▲ 48.8 ▲ 46.8 ▲ 49.6

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

△ 4.8 △ 25.0 ▲ 12.5 ▲ 7.4 △ 13.3

△ 11.8 △ 26.3 △ 5.6 △ 11.5 △ 14.9

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 10.9 △ 4.1 ▲ 6.2 ▲ 22.2 ▲ 20.0

▲ 15.4 ▲ 7.8 ▲ 11.3 ▲ 26.2 ▲ 14.3

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上良い項目

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上悪い項目

柏の景気

平成２６年９月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI-LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

CCI―
LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気



調査期間：平成26年9月12日～19日

調査対象：全国の422商工会議所が3154企業

     組合等にヒアリング調査を実施

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（９月速報）

全

国

の

業

況

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
回
復
に
遅
れ
。

先
行
き
は
持
ち
直
し
を
見
込
む

も
、
コ
ス
ト
増
に
警
戒
感

９
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況

Ｄ
Ｉ
は
、
▲
２
４
．
２
と
、
前
月

か
ら
▲
３
．
７
ポ
イ
ン
ト
の
悪

化
。
５
月
以
降
、
▲
２
０
前
後
で

推
移
し
て
い
た
も
の
の
、
急
激
な

円
安
進
行
に
伴
う
仕
入
価
格
の

上
昇
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の

増
大
に
よ
り
、
収
益
が
圧
迫
さ
れ

て
い
る
中
小
企
業
で
は
、
景
況
感

に
弱
さ
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
消

費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響
は
和

ら
ぎ
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
物
価
上

昇
が
賃
金
の
伸
び
を
上
回
る
中
、

消
費
者
の
買
い
控
え
に
よ
り
売

上
回
復
が
遅
れ
る
な
ど
、
中
小
企

業
や
家
計
に
お
け
る
円
安
の
悪

影
響
が
広
が
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
比
較
対
象
と
な
る
前
年
同
月

は
、
住
宅
を
中
心
に
駆
け
込
み
需

要
が
み
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
こ

と
に
留
意
が
必
要
。

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き

見
通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
２
０
．
２
（
今

月
比
＋
４
．
０
ポ
イ
ン
ト
）
と
、

改
善
を
見
込
む
。
た
だ
し
、「
悪

化
」
か
ら
「
不
変
」
へ
の
変
化
が

主
因
で
あ
り
、
実
体
は
ほ
ぼ
横
ば

い
。
生
産
・
消
費
の
回
復
が
期
待

よ
り
遅
れ
て
い
る
中
で
、
年
末
に

か
け
て
緩
や
か
に
持
ち
直
す
と

の
期
待
感
が
伺
え
る
が
、
他
方

で
、
足
元
の
急
激
な
円
安
進
行
に

よ
り
、
仕
入
価
格
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
中
、
中
小
企

業
に
お
い
て
は
、
収
益
圧
迫
が
続

き
、
先
行
き
に
確
信
が
持
て
な
い

な
ど
、
慎
重
な
見
方
も
み
ら
れ

る
。○

各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

特
徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の

と
お
り
。

【
建
設
業
】「
資
材
価
格
や
燃
料

費
の
上
昇
に
よ
り
、
利
益
率
が
悪

化
。
ま
た
、
８
月
の
天
候
不
順
に

伴
う
工
期
遅
れ
も
続
い
て
い
る
」

（
一
般
工
事
業
）
、
「
人
手
不
足

が
続
い
て
い
る
た
め
、
定
年
と
な

っ
た
社
員
を
非
正
規
社
員
と
し

て
再
雇
用
し
、
受
注
に
対
応
し
て

い
る
状
況
」
（
建
築
工
事
業
）
、

「
公
共
工
事
な
ど
の
受
注
は
堅

調
だ
が
、
人
手
が
逼
迫
。
年
末
の

繁
忙
期
に
向
け
て
、
離
職
防
止
や

採
用
強
化
の
た
め
、
賃
上
げ
を
行

う
」（
土
木
工
事
業
）

【
製
造
業
】「
印
刷
紙
や
イ
ン
ク

な
ど
の
仕
入
コ
ス
ト
が
増
大
す

る
中
、
さ
ら
に
円
安
が
進
行
す
れ

ば
、
経
営
は
一
層
厳
し
く
な
る
」

（
印
刷
業
）
、
「
個
人
消
費
の
回

復
が
遅
れ
る
中
、
取
引
先
が
在
庫

過
剰
を
懸
念
し
、
仕
入
を
抑
え
て

い
る
た
め
、
売
上
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
」（
家
具
製
造
業
）、「
業
績

が
改
善
し
て
お
り
、
社
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
た
め
、
定

昇
・
ベ
ア
を
実
施
。
今
後
も
、
業

績
に
応
じ
て
賃
上
げ
を
検
討
す

る
」（
自
動
車
部
品
製
造
業
）

【
卸
売
業
】「
徐
々
に
売
上
が
回
復

し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
競
合
他
社

と
の
価
格
競
争
が
激
し
く
、
採
算

面
で
の
回
復
が
遅
れ
て
い
る
」

（
農
産
物
卸
売
業
）、「
台
風
や
大

雨
の
影
響
に
よ
り
、
ア
イ
ス
・
飲

料
な
ど
の
夏
物
商
品
の
動
き
が
鈍

く
、
苦
戦
が
続
い
た
」（
飲
料
・
食

料
品
卸
売
業
）、「
ガ
ソ
リ
ン
価
格

の
高
止
ま
り
に
加
え
、
高
速
道
路

の
割
引
改
定
の
影
響
が
大
き
い
た

め
、
収
益
を
確
保
で
き
な
い
」（
洗

浄
剤
・
補
修
剤
卸
売
業
）

【
小
売
業
】「
人
材
確
保
・
定
着
の

た
め
、
非
正
規
社
員
の
正
社
員
化

を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
」
（
百

貨
店
）、「
食
料
品
の
ほ
か
、
日
用

雑
貨
や
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
の
売
上

が
徐
々
に
回
復
し
て
き
て
い
る
」

（
総
合
ス
ー
パ
ー
）、「
生
鮮
を
含

む
食
料
品
や
生
活
必
需
品
の
価
格

上
昇
に
伴
い
、
消
費
者
が
支
出
を

抑
え
て
お
り
、
総
じ
て
売
上
が
伸

び
悩
ん
で
い
る
」（
商
店
街
）

【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
野
菜
や
精
肉
な

ど
の
高
値
が
続
く
中
、
価
格
転
嫁

が
で
き
ず
、
採
算
は
厳
し
い
」（
飲

食
店
）
、
「
宿
泊
者
は
多
い
も
の

の
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
分
の
転

嫁
が
一
部
に
止
ま
っ
て
い
る
ほ

か
、
光
熱
費
の
負
担
も
重
く
、
利

益
確
保
が
困
難
」
（
旅
館
業
）
、

「
営
業
エ
リ
ア
を
拡
大
し
た
い

が
、
採
用
募
集
を
し
て
も
応
募
が

な
い
た
め
、
計
画
が
滞
っ
て
い
る
」

（
不
動
産
・
清
掃
業
）

全国・産業別業況ＤＩの推移

全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ

４月  14.1 5.9 ±0.0  20.9  38.2  14.7
５月  21.8 ±0.0  12.4  22.9  50.0  19.1
６月  20.3 ±0.0  11.7  25.0  44.4  17.1
７月  19.7  2.1  14.1  22.2  41.0  16.5
８月  20.5 ▲4.8  10.9  27.3  43.0  16.7
９月  24.2 ▲10.4  13.1 30.5  42.2  24.9 

見通し 20.2  12.6  11.8  29.8  32.4  18.0 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ


